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1．はじめに
近年，日本の医療・看護，社会福祉，臨床心理などの分野において研究や実践が報告されているレジリエンス
（例えば，新田ら2009，扇谷 社会福祉法人みどり福祉会 2012）は，欧米の発達精神病理学やポジティブ心理
学などで発展し日本に紹介され，学校教育においても研究と実践が広がっている（例えば，榊ら2016，内田ら
2015）。特に，学校教育においては，Grotberg（1998）や小花和（1999）の示した内的な特性や個性に影響を与
える保護要因の強化に関心が寄せられ，レジリエンスについて学習するサイコエデュケーション，コンピテンス
等の向上のためのトレーニング，社会的スキルトレーニングや対人関係の改善を目指したエクササイズによる効
果の研究が報告されている（Daniel & Wassell 2002，西野2014）。しかしながら，学校教育で行われてきたこ
のような取り組みは，カリキュラムに位置付けることができずに継続的な実施が難しい状況であり，レジリエン
スの学校教育における効果については限定的であることは否めない（例えば 池田2014）。また，最近のレジリ
エンス研究では，レジリエンスを内的な力として捉えるより，回復のプロセスや多次元的・社会的に構成された
概念として捉えることが妥当である（Benard 1991，Henderson & milestein 2002）という研究も多く見られ，
レジリエンスの捉え方が複雑になってきている。レジリエンスのコンセプトが魅力的なものにもかかわらず，学
校で苦戦する子供に役立つ支援を提供するまでには至っていないのが実情である。レジリエンスが日本で広がり
を見せて20年近く経過し，引き続きレジリエンスの姿を明確に示すことや子供の発達支援に役立たせるための具
体的な支援のあり方について検討することが求められている。
そこで，本稿では，レジリエンスの広がりが，発達精神病理学（Garmezy，1985），ポジティブ心理学（Seligman
2005）の知見により発展した経緯を踏まえ，レジリエンスを学校教育でさらに活用できるようにするために，こ
れらの心理学的概念とレジリエンスの関連について整理し，レジリエンスの実態を具体的に示すとともに，学校
教育への適用についての展望を述べることとした。
2．発達精神病理学から見たレジリエンスの学校教育における効果
Garmezyら（1984）により研究が行われてきた発達精神病理学は，レジリエンス概念の出発点と言われてい
る（Kaplan，1999）。Cummingsら（2000）は，発達精神病理学の特徴を，「従来の臨床心理学，精神医学，精
神保健学で課題とされてきたこととは大きく異なっており，問題とされていることは様々な要素がダイナミック
に関わり合いながら人間の発達の方向性を規定していると考えていること。さらに，発達精神病理学は，不適応
や障害を発達の標準的な逸脱として捉え，単一の病因を原因として考えてはいないこと。そして，特に，レジリ
エンスの基礎となる考えとして，精神障害の発生には適応のプロセスに影響を与えるリスク因子のみならず保護
因子も関わっている。」と述べている。この言葉を逆方向から捉えると，これまでネガティブな影響因とされて
いたものが発達への影響因としてポジティブな関わりを生むという可能性があることを示している。例えば，厳
しいしつけのもとに育てられた子供は日々親からのストレスを受けることになるが，その半面，家庭学習におい
て厳しくしつけられたため，学力が伸び学校適応が良くなるという調査結果（Cummings，2000）が報告されて
いる事例があげられよう。このような発達精神病理学の今までとは異なった精神症状についての理解がレジリエ
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表1 発達精神病理学とレジリエンスの比較
ンスの発想に大きく影響している。また，Cummingsら（2000）は，発達精神病理学における精神病理の捉え方
は力動的で個体発生的なプロセスを経るものと考え，人間の発達的道筋を変化させる複数の影響因が複雑に相互
作用し合った結果とみており，発達のある時点で明らかであった問題行動や本格的な症状も異なる時点では認め
られなくなる可能性を述べている。このことは，レジリエンスのコンセプトに近い考え方であり，学校教育にお
いて不適応にある子供の支援に可能性を見い出すものにものである。発達精神病理学では，このように，現在失
敗していてうまくいっていない状況においても将来には望みがあることを匂わせるものがある。レジリエンスに
影響を与えていると考えられる発達精神病理学は，理論の前提として，（1）人間が自身の発達に対して積極的に
関わり主要な役割を担う存在であるとしていること，（2）発達への多様な影響要因を想定していること，（3）全
体論（holism）を唱えていること（全体論では部分と全体が依存し合っているため，その境界の区別がつきにく
いという難点もある），の3点が Cummingsら（2000）に示されている。以上を踏まえ，表1に Cummingsら（2000）
の発達精神病理学に関する特徴とレジリエンスの特徴を整理した。
両者の比較から，レジリエンスのコンセプトは発達精神病理学に重なっている部分が多く，特に，ポジティブ
な面についての研究方法や影響因において発達精神病理学の考えが踏襲されていることが確認できる。また，発
達精神病理学ではレジリエンスを心理的機能の力動的なプロセスであると定義づけており，この発達精神病理学
の視点でアプローチすることは学校教育でレジリエンスを実現することを通して生き方を学ぶことになると考え
られる。また，発達精神病理学の考えは学校教育の在り方にも重要な示唆を与えていると考えられる。発達精神
病理学では発達経過をたどる中での失敗の連続や不適応の連続が個々の特性と関連して病理を発生すると考えて
おり，子供たちの生活の多くの部分をしめる大切な期間に，失敗と不適応の連鎖に対する注意を喚起している。
このことを踏まえると逆に学校教育は成功体験や適応感を持たせることで発達に良い循環をもたらすことが可能
な場所であると考えることができる。発達精神病理学の視点は，学校教育が将来にわたって望ましい発達を可能
にする場であることを示している。
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表2 ポジティブ心理学の広がり 島井（2006）の分類
3．レジリエンスの背景にあるポジティブ心理学
ポジティブ心理学は，1998年に Seligmanの行ったアメリカ心理学会における会長講演で，「21世紀の心理学
が目指す方向をネガティブな精神機能の研究への集中からポシジティブな機能への解明に向けよう。」という提
案以降，アメリカを中心として大きな広がりを見せた（池田，2009）。島井（2006）は「ポジティブ心理学は，
わずか数年のうちにきわめて急速に発展してきたように感じられるかもしれないが，実態はそうではなく，現在
ポジティブ心理学と呼ばれている諸研究の大部分は，これまではポジティブ心理学と呼ばれていなかっただけ
で，十分な研究の積み重ねがあり，歴史を持っているといえる。」と延べ，ポジティブ心理学が，ただの流行に
終わっていないことを示している。このことは，ポジティブ心理学の領域に在るとされているレジリエンスにも
同様なことがいえる。ポジティブ心理学は領域を超え，さまざまな研究に共通の方向性をもたらしている。島井
（2006）は，その背景を次のように分析している。ポジティブ心理学の広がりの背景には3つのレベルが考えられ
る。第1は，個別の研究テーマの変化，第2に，研究テーマを支える心理学モデルの変化，第3に，社会全体の
変化が想定されていることである。以下，島井の分類・解釈における背景の3つのレベルを整理して示す（表2）。
島井（2006）の分類（表2）では，レジリエンスをポジティブ心理学の領域に含めているとともに，ポジティ
ブ心理学領域の中での変化するテーマとして捉えている。ポジティブ心理学は，理論的枠組みや研究方法を関連
領域から取り入れて発展してきた。レジリエンス研究も同様である。レジリエンスについてポジティブ心理学の
諸概念との異同や支援方法について検討をすることは，レジリエンスの実態をより的確に把握できることが期待
できるとともに，学校教育へ具体的な活用方法を提供することが可能になるのと考えられる。
レジリエンスに関連するポジティブ心理学概念として，掘毛（2010）の分類したポジティブ心理学の主要な研
究領域と穴井ら（2006）の知見が参考になる。これらを参考にするとともに，さらに留意事項として，①学校教
育においてレジリエンスの相互作用を生み出すことに寄与することができるもの，②学校教育で取り組むことや
環境設置することが可能なもの，③望ましい発達的帰結を可能にする領域に関連すると思われるもの，の3点を
加えて検討した結果，ポジティブ感情，フロー体験，楽観主義，自己効力感，首尾一貫性，解決志向アプローチ
について取り上げることとした。
これ以降，ポジティブ心理学領域の特徴を整理し，レジリエンスを生み出す効果について検討する。
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4．ポジティブ感情との関連
ポジティブ感情とは比較的幅広い肯定的な感情と一般に理解されている。例えば，喜び，興奮（Suzuki Taka-
hara，2000）などである。ポジティブ感情を論ずるにあたり，まず，感情について情動と感情の区別を整理する
必要があることを大竹（2010）が述べている。大竹（2010）によると，情動は，急激に生起し，持続時間が短い
ものとされ，主観的で内的な経験であり，さらに表情や行動的反応として現れ，さまざまな生理的反応に変化を
及ぼすもの，すなわち，動機付けとしての機能を保持するものとされている。山崎（2006）は，ポジティブ感情
の役割についてレビューを行った際に，ポジティブ感情の研究において感情と情動の区別を行った研究者が存在
するにも拘らず，多くの研究が両者の区別を明確にせず使用している現状を述べている。しかしながら，現時点
では，ポジティブな情動と感情，さらには気分などを明確に分類することは難しいとされている（大竹，2010）。
これまでもポジティブな感情の状態というものが存在していることは確認されており，本稿では，ポジティブ感
情を広義に捉え，肯定的な状態での情動および感情をポジティブ感情と定義して検討を行うことが妥当であると
判断した。
次に，ポジティブ感情の機能について検討する。ポジティブ感情の機能として Fredrickson（2001）が拡張－
形成理論を示している。この理論について大竹（2010）による説明を以下に引用する。ポジティブ感情には拡張
（broaden）と形成（build）という2つの機能があり，最初の段階が「ポジティブ感情の経験」であり，そこか
ら「思考－行動レパートリーの一次的拡張」「個人資源の継続的形成」「人間のらせん的変化と成長」という4つ
の段階を経てそれらは循環するものと考えられている。また，Fredrickson（2001）の研究について島井（2009）
が，喜び，満足，ニュートラル，恐怖，怒りという5つの感情状態を取り上げ，実験参加者が各感情状態におけ
る行動レパートリーを認知し記入するという課題を行った結果，レパートリー数が多かったのは喜び，満足，ニ
ュートラル，恐怖，怒りの順番でポジティブ感情群がネガティブ感情群のレパートリーの数よりも明らかに多く
のレパートリーを上げていたことを説明している。さらに，比較的覚醒状態が高いと考えられる「喜び」という
ポジティブ感情と，覚醒レベルが低いとされる満足というポジティブ感情のどちらも同様な思考－行動レパート
リーが広がる結果が出た。このことは拡張－形成理論を肯定する興味深い知見であると大竹（2010）は述べてい
る。拡張－形成理論の最後の段階として「人間のらせん的変化と成長」が示されている。ポジティブ感情によっ
て広がった行動レパートリーは，身体的，知的，社会的な個人資源の獲得，形成が可能になり，この結果，個人
の対処能力が高まりレジリエンスが発揮され最終的にウェルビーイングにつながる。すなわち，望ましい発達を
達成することにつながると大竹（2010）は述べている。この拡張－形成理論はレジリエンスを実現するにあたり
重要な示唆を示していると考えられる。「変化と成長」は，ライフスパンにおけるサイクルであり，レジリエン
スが発揮されるにあたり，長期的に効果が望めるものとして学校教育において応用する価値があると考えられ
る。この「人間のらせん的変化と成長」の良循環の効果は学齢期に最も経験することができるものと考えられる。
身体的・知的かつ精神的な心の成長の肯定的な他者評価を一定期間，教師や友達，家族などから得ることが可能
であり，学校生活自体が，1日1日をスパイラルに経過しながら体験を繰り返し，1年後には大きな成長を達成
することが期待できるからである。その意味では，学校生活をポジティブ感情の満ちた場にすることは，拡張－
形成理論における行動レパートリーの出現を絶え間なく継続させることができる環境にすることを意味する。ま
さに，今，学校が求められている姿を示しているともいえる。
このようなポジティブ感情は特別なアプローチを必要とするものではない。学校教育の通常のカリキュラムと
学校生活において，ポジティブな感情が引き起こされるような仕掛けを教師が作り出すことで実現できる。その
ためのアイディアや環境のリソースは至る所に存在している（例えば，遠足や運動会，文化祭などの学校行事，
学級での生活，友達との会話，教師とのコミュニケーションなどが考えられる）。しかしながら，このことを学
校・教師がしっかり意識していなければ，積極的なポジティブ感情の生起を目指した取り組みは難しいと思われ
る。レジリエンスを生み出すためのプロセスとして，ポジティブ感情に満ちた環境におくことがレジリエンスを
生み出すことにつながる。
ポジティブ感情は日常的に生起されている現象であり，誰にでも起きうる現象である。そして誰にでも起きる
ことを学校では味わえない子供がいることも事実である。レジリエンスを実現するにはこのように，教師が実際
的に取り組むことが可能な内容である必要がある。時間と体力，精神的なプレッシャーなどのストレスの度合い
が高く，継続した取り組みが負担になるようであってはならない。ポジティブ感情が生み出す機能は，レジリエ
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ンスを実現するためのアプローチの中核をとなるものと考えられる。
5．フロー体験との関連
Csikszentmihalyi & Nakamura（2003）によると，フロー体験とは，「内的に経験づけられた自己の没入感覚
を伴う楽しい経験を指し，フロー状態にあるとき，人は活動のための刺激領域に対して高い集中力を示し，活動
を楽しむと同時に高いレベルの満足感，幸福感，状況のコントロール感，自尊感情の高まりなどを経験すること」
である。フロー研究では，主観的幸福感，生産的活動の参加意欲，学習意欲，創造性などと密接な関係が報告さ
れている（Nakamura & Csikszentmihalyi，2002）。このことから，フローは日常の精神的健康を維持・促進す
るために重要な指針となりうる経験であると考えられると同時に，レジリエンスにも同様に作用をする現象であ
ると考えることができる。
フロー理論は Csikszentmihalyi（1990）が提唱した概念で，活動から生じる外発的な利益とはまったく無縁の，
その行為をすること自体が報酬となる自己目的的（autotelic）活動という現象を理解しようと研究したものであ
る。フロー（flow）が意味することとは，意識のよどみない流れを意味する包括的な“流れるような”感覚であ
ると Csikszentmihalyi（1990）は説明している。Peterson（2006）は，フローを，「最大限の能力で機能するとき
の経験であるということができる。」と述べ，フローが最も起こりやすいのは，技能とチャレンジする課題とが
最適な均衡状態にあるときだと指摘している。
フロー体験に導かれやすい特性を持った人を「オートテリック・パーソナリティ」すなわち自己目的的な特性
と呼んでいる（児玉，2010）。また石村・児玉（2006）は日本語版 Big Five尺度の検討から，フロー体験と性格
特性の関係として開放性と外向性と正の相関があることを報告している。フロー体験はわかりやすく述べると「夢
中になる経験」である（島井 2009）。学校教育の中で考えると，スポーツや部活動，生徒会，委員会活動，授
業などで体験することが可能である。そしてこの経験は Fredrickson（2001）の提唱するポジティブ感情のスパ
イラルに組み込まれると考えられる。フロー体験により満足感が生起し，生起したポジティブ感情が再びフロー
状態を希求するという循環が発生する。すなわちフロー体験が拡張－形成理論のパラダイムに取り込まれ，最終
的にウェルビーイングに向かってスパイラルを駆け上がるというパラダイムである。このプロセスを経ることで
望ましい発達を達成するという図式である（図1）。
これまで，フロー体験の肯定的な効果に焦点を当ててきたが，一方で否定的な側面も見られている。これはジ
ャンクフローと呼ばれるもので，社会的に望ましくない体験であることが指摘されている。島井（2009）によれ
ば，テレビゲームやバイクでの暴走などが例にあげられ，スポーツに熱中して大会で優勝することなどと比較し
賞賛されないことを指摘している。この違いについて，島井（2009）は，「単に，社会的に受け入れられるよう
な活動であるのか，それともあまり受け入れられない活動であるのかと考えることもできる」と述べている。こ
の考えはフロー体験の基本的なコンセプトを否定しかねないが，長期的なフロー体験の質を高めるには周囲の人
とのつながりを考えることが必要であり，社会的に受け入れられないものは否定的評価がその行為と行為者に向
けられることによって，フロー体験を継続することが難しくなるものと考えられる。このことから，フロー体験
は集団，コミュニティの文化について意識せざるを得ないものになるであろうと考えられている。以上述べたこ
とを整理し，表3にフロー体験の特徴をまとめた。
島井（2009）は，「13歳のときにその領域でフローを多く経験している生徒は，17歳まで自分が得意だった領
域の活動に没頭し続けることが示されている。」という Nakamuraら（2002）によるアメリカの高校生の縦断的
件研究を例にあげ，フロー体験がポジティブな発達の基礎を形作るものであり，人生の充実感に関連するもので
あることを示唆した。表3より，フロー体験がもたらす効果は日常生活においても活動意欲やポジティブな感情
に作用しているだけでなく，その視点は学校教育においても以前から知られている知見であることがわかる。学
校教育における部活動やクラブ活動の推奨は，まさに，フロー体験をしやすい環境設定を意図的に仕掛けること
になるものである。学校教育においては，その他にも多様なフロー体験を設定することが可能である。委員会活
動，運動会，文化祭，ボランティア活動，学習もその可能性を十二分に持ち合わせている。これまで，学校教育
において推奨されてきた活動は，フローを導き出すヒドゥンカリキュラムとして存在しており，暗々裏の内にレ
ジリエンスを発動する機会を提供してきたと考えられる。
このように，フロー体験は，レジリエンスを実現するための有効な方法と考えられ，しかも，学校教育におい
て既に行われているものであることを示した。このことは，学校教育が，レジリエントと呼ばれる子供たちを育
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図1 フロー＆ポジティブ感情の良循環スパイラル 池田（2013）
表3 フロー体験の特徴とレジリエンスとの関連
てる環境になること，学校教育を通してレジリエンスを高めることを期待させるものである。フロー体験の機能
とその効果を教師が了解し，学校教育活動において意図的にフロー体験を仕掛ける取り組みを積極的に行うこと
がレジリエンスの具体的支援の一つとなるものと考えられる。これらの取り組みは，これまでも学校で行われて
きており，明確にフロー体験として意識されてはいなかっただけで，すでに日本の学校教育にはフローを体験さ
せるノウハウがリソースとして存在している。故に，これまで学校教育で救われてきた子供たちが日本には多か
ったのだとも考えられる。但し，この取り組みは，場合によっては教師の負担を相当に重くするものになること
になりかねず，教師のメンタルヘルスにも注意を払うことが必要である。部活動などの過度の教師への期待など
がその一例である。フロー体験はレジリエンスに大きな効果を及ぼす可能性があるが，取り組む教師がフロー体
験の効果と課題を明確に把握してこそ効果が期待できると思われる。
池 田 誠 喜・芝 山 明 義・後 藤 正 彦
―１８９―
6．楽観主義との関連
楽観主義はオプティミズム（optimism）と同義で用いられている。楽観主義は他にも楽観性として記述され
ていることも多く，ポジティブ心理学を紹介した文献には同義に捉えているものが多い（例えば島井 2009）。
本章では楽観主義として記述する。Kassinvove & Sukhodlsky（1995）の定義によると，楽観主義とは，「ポジ
ティブな結果を期待する傾向」とされ，他にも，Yatesら（1995）の，「ポジティブな出来事がネガティブな出
来事よりもより多く起こるという信念」など，将来起こるポジティブな期待に関連したものが多い。戸山（2010）
は，さらに，楽観主義をもう少し広く捉え，自分の周りの世界をポジティブに受け取る傾向と捉える定義がある
ことを紹介している。沢宮（1997）は，楽観的な子供の強みについて以下の2点まとめている。第一に，良い出
来事が起きた時や成功したときに，自分の「内的」な力がその結果を招いたものだと信じる傾向があり自分自身
を低く評価することがない。さらに良くない出来事が起きたときは自分を攻めずに「外的」な要因のせいにする。
第二として，良い出来事や成功体験を偶然だとは思わず，自分の性質とか能力のような「永続的」な理由による
ものと考える。良くないことが起きたときは「一時的なもの」と考え，再チャレンジなどの意欲が保たれる傾向
がある。この二つの楽観的な子供の強みの整理は，Seligman（1991）の説明スタイルとしての楽観主義理論を
基に行われている。さらに，このような楽観主義の傾向を持った子供たちの全体像について沢宮（1997）は，「楽
観的な子供には，いわゆる打たれ強さ，たくましさがある。自分は価値のある人間であると確信しているので，
『やればできる』と自分の力を存分に発揮することができるのだ。」と述べて，きわめてレジリエントな子供た
ちの特徴と似た見方をしている。
一方，楽観主義への否定的な見方もある。まず，学校で見られる自信満々の態度を見せる子供たちがいる。特
に，中学校で不良行為を行って教師を悩ませている子供たちの中には自信過剰な態度や「なんとかなるよ」など
という発言によって，教師に楽観的と評価される子供が少なからず存在する。しかし，注意深く観察すると，そ
の子たちは学習への無力感や進学へのあきらめなど，自己評価が非常に低いことが見てとれる。ただ強がってい
るだけで現実から目を背けているのである。ここであげている楽観主義とはこのようなケースには当てはまらな
い。あきらめている現状に納得している姿も同様である。では，これらのケースとは何が違うのだろうか。この
問題に対して戸山（2010）はセガストローム（2008）の実験を紹介している。この実験は，楽観主義者と悲観主
義者，さらに，高度な楽観主義者の3つのグループでそれぞれがポジティブな言葉，ネガティブな言葉にどのく
らい注意を払っているかを測定した実験である。結果，楽観主義者はポジティブな言葉に，悲観主義者はネガテ
ィブな言葉により注意を払っていることが明らかにされた（戸山 2010）。さらに，この実験では，悲観主義者
がネガティブな言葉のみに反応し，ポジティブな言葉には注意をほとんど払わないことが判明した。このことよ
り，楽観主義者の心の状態は前向きに，悲観主義者は後ろ向きの姿勢であることが示唆されている。
楽観主義の子供たちを育てるにはどのようにしたらよいのであろうか。沢宮（1997）は，第一に，楽観主義的
なものの見方を直接教えること，第二として，成功体験を持たせること，の2点を強調している。楽観主義的な
ものの見方を直接教えることについて，沢宮（1997）は Dweck（1975）の帰属のさせ方を修正するための「再帰
属法」をあげ，成功体験だけを積ませるのではなく，失敗した時にネガティブなものの見方をさせないような声
かけを行い，能力不足ではなく努力不足というようその原因を帰属させるよう働きかけることが有効であること
を例にあげている。この方法はセリグマンの説明スタイルを用いたものである。Peterson（2010）は説明スタイ
ルについて，外因的で一時的，特定の原因による限局的な方法で説明する人々は楽観的であると言え，内因的で，
安定した，普遍的な原因による説明を好む人々は悲観的であると述べている。楽観主義とレジリエンスの関連と
して，教師が意図的に働きかけて説明スタイルを変化させることが考えられる。説明スタイルを変化させる一つ
の機会は子供たちがチャレンジに失敗する場面，ここでの教師の役割として説明スタイルを変化させるため外因
的で，一時的，特定の原因であることを示し理解させることである。もう一つは，少しの成功でも教師が褒めた
り期待したりすることにより，子供たちの説明スタイルを徐々に長期間かけて変化させ，楽観性を高めることが
期待できる（島井，2009）。楽観主義には3つの側面が知られており，一つは，誰もが持っている楽観主義的傾
向，次に，特性としての楽観性，最後に，学習性のオプティミズム（楽観性）である（外山2010）。この中では，
学校においては，学習性のオプティミズムの向上が特に期待できる。レジリエンスの支援としてはこの部分に大
きな関連が見出せる。ただし，文化の差やそれぞれの個人差があることを把握しておく必要があると考えている。
最後に，楽観主義はともすれば自分以外を悪く見立て自身の認知的な不協和から逃れようとすることが指摘さ
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れている。結果的には原因を外のせいにしただけで，そこから前向きな考えや姿勢がなければ意味はなく，かえ
ってその場から逃げ出すことを自分に納得させてしまうことも考えられる。この部分に教師は注意を払う必要が
ある。失敗から努力しようという意志を持つことが出来るような働きかけをする必要がある。
7．自己効力感との関連
自己効力感は Bandura（1977）によって体系化されたものである。坂野（2002）によると，自己効力感と意訳
されている self−efficacyという概念は，1977年，“Psychological Review” 誌に掲載された “self−efficacy : To-
ward a unifying theory of behavioral change”と題する論文によるとされている。Bandura（1977）は，人間の
行動を決定する要因には「先行要因」，「結果要因」，「認知的要因」があり，これらの要因が絡み合って，人と行
動，環境という三者間の相互作用が形成されているとし，「人は単に刺激に反応しているのではない。刺激を解
釈しているのである。刺激が特定の行動の生じやすさに影響するのは，その予期機能によってである。刺激が反
応と同時に生じたことによって自動的に結合したのではない」と示した。このように，Bandura（1977）は，こ
の三者のうちの「認知的要因」を取り上げ，自己効力感を刺激と反応を媒介する変数と見なした。
自己効力感には行動変容の先行要因として予期機能が2つのタイプとして存在しており，その1つは結果予期
であるとされている。これは，行動がどのような結果を生み出すかという予期のことで，上田（1995）によると
「課題を遂行する時にこのように行動すれば良い結果が得られるという期待，・・すれば・・できるはず“とい
う期待である。」と説明されている。もう一つは，効力予期と呼ばれ，坂野（2002）によると，ある結果を生み
出すために必要な行動をどの程度うまくできるかという予期のことである。さらに，坂野（2002）は，自己効力
感は3つの次元で理解できるとしており，①マグニチュード，②強度，③一般性，の3次元をあげている。マグ
ニチュードは個人の感じる対処や解決可能性のレベルである。強度はマグニチュードをもった行動をどのくらい
確実に遂行できるかという確信の強さである。一般性はある状況における特定の行動に対して形成された自己効
力感が場面や状況を変えて般化できるかということを示している。
レジリエンスと自己効力感の関係はこれまでのレジリエンス研究においては保護要因として知られている（小
花和2004）。一方，自己効力感と学校教育の関連については，小学校・中学・高等学校教師が生徒指導の理論・
考え方や実際の指導方法等の基本書として公刊されている生徒指導提要（文部科学省，2010）で見ることができ
る。そこでは，学校教育の中で自己効力感が心理的症状や問題行動，活動意欲の低下の抑制につながるため，す
べての段階で自己効力感を高める取り組みを充実させる必要性を述べている。この点について東條（2002）は，
「問題行動は当該の行動を抑制するという自己効力感および，適応的な反応に対する自己効力感の認知が十分な
水準に達していないために生じると考えられ，子供の問題行動を修正して行くためには，問題そのものを制御す
る手続きをとるのみならず，新たに該当者の自己効力感をいかに高めていくかという点に対する視点が求められ
ることになる。」と述べている。では，学校教育で行える自己効力感を高める具体的な方法としてはどのような
ものがあるのだろうか。
伊藤（1994）は，自己効力感を高める方法として，①自分で直接行動した結果の成功体験，②他者の行動を観
察して学ぶことでモデリングとして知られている代理体験，③他人よりの助言をされる社会的（言語的）説得，
④情意面で安定させること，やる気を喚起させること，などの情動喚起の4つのポイントを示している。また，
桜井（1997）は，学習意欲を高める観点から，自己効力感を高める方法として，①子供の自己選択場面を多く設
けること，②子供が成功体験を積み重ねられる仕掛けをつくること，③子供を賞賛すること，④教師期待効果を
利用すること，を述べている。さらに，大野（2003）は，自己効力感を高めるとされているこれらの方法を参考
に，学校教師が学校現場で心がける内容として，①教師と生徒，生徒どうしの人間関係を深められるよう支援す
ること，②生徒に体験的な活動を与え，自主的に選択できる機会の提供を心がけること，③生徒の個性を尊重す
ること，④評価の工夫をすること，⑤教師から支援を受けやすい環境づくりをすること，⑥教師が生徒のモデル
になれるような存在になるよう心がけること，の6つのポイントを示している。
これらのことから，自己効力感の高まりは成功体験の積み重ねであり，発達精神病理学における発達経過をた
どる中での失敗の連続や不適応の連続が個々の特性と関連して病理を発生すること，レジリエンスを実現するに
はその逆である成功体験を積み重ねさせることと重なっていると考えることができる。学校教育の中で自己効力
感を高めるには，成功体験を積ませるためのモデリングや動機づけ，評価などが相乗的に影響し合うための仕掛
けが必要であり，レジリエンスを生み出す具体的な支援となると考えられる。
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8．解決志向アプローチとの関連
Thomsen（2002）は，教育相談のような個別対応において，解決志向アプローチがレジリエンスを作り出す方
法として役に立つことを述べている。解決志向アプローチは，ポジティブな認知を形成するのに効果的である。
織田（2010）によると，ポジティブな認知を形成する必要について，「人間には認知，感情（情動），行動（行為），
身体（整理）の四つの機能が備えられており，それらが相互に影響を受けると考え，失職，離婚，親の死といっ
たストレス度の高い人生の出来事を同時に経験する人は，自分自身又は生活などに関してネガティブに考え，抑
うつ感が強まり，睡眠時間の減少，頭痛，腹痛などの身体症状が出現しやすくなる。」ということが考えられて
いる。ネガティブな認知傾向からポジティブな認知を形成することができるようになるという試みは，教育の現
場において個別の教育相談や進路指導，生徒指導で行われている。
近年，ブリーフセラピーとして学校現場に紹介され，教育相談担当者や養護教諭を中心にかなりの広がりを見
せているブリーフセラピーは解決志向アプローチである。解決志向アプローチによるポジティブな認知形成の効
果については，事例により紹介され，その効果が知れわたることとなった。さらに，学級活動においてもエクサ
サイズとして解決志向アプローチを取り入れ，学級風土に効果的にポジティブなコミュニケーションを生み出し
た例もみられるようになってきた（例えば 池田，2009）。
森，黒沢（2002）によると，解決志向アプローチには中心となる哲学が存在する。①もしうまくいっているの
なら変えようとするな，②もし一度やってうまくいったのなら，またそれをせよ，③もしうまくいっていないの
であれば，（何でもいいから）違うことをせよ，の3点である。哲学①と②は良循環状態もしくは初発的な良循
環状況として捉えられるが，③の哲学は偽解決のループから抜け出すための相違を与える介入による悪循環の状
況を変化させるものである。①②の哲学を用いる方法は，危険性が低くく，学校現場では安全に実践できるアプ
ローチの一つとして実践している教師も少なくない。さらに，解決志向アプローチには，留意する必要がある「も
のの見方」，「考え方」がある。これは，学校教育では今まで考えられてこなかった新しい視点で，取り除けない
原因や特定できない原因について対処しようとするモチベーションを維持する効果がある。解決志向アプローチ
における「ものの見方」について，森・黒沢（2002）の論じた内容を以下に示す。①変化は絶えず起こっており，
そして必然である。②小さな変化は，大きな変化を生み出す。③「解決」について知る方が，問題と原因を把握
することよりも有用である。④子供たちは自分の問題を解決するためのリソースを持っている，の4点である。
ここにあげた，「ものの見方」は，子供たち自身が解決のエキスパートであるという考えを重視し，子供たちの
持っているリソースを活用して変化を生み出そうという姿勢で対応することである。解決志向アプローチにはあ
る程度の技法が揃っているが，基本的に，哲学や「ものの見方」をベースにして取り組むことで，相手の認知ス
タイルに変化を生み出そうとしている。
解決志向アプローチがレジリエンスと関連性が高い最大の要因は，ダメージや困難な状況においても，うまく
出来ていることを見いだそうとする姿勢である。解決志向アプローチは苦境に追い込まれている子供たちに対し
て，スケーリングクエスチョンを用いて現状を評価させる。その評価が10点満点中2点でも，その2点をつけた
ポジティブな理由を探そうとするのである。そこに，苦しいながらも何とかこらえている自分を見つけさせ，前
に進む意欲を持たせるという作業を地道に行うのである。解決志向アプローチは，個別ケースだけでなく学級経
営や教科指導においても力を発揮する。子供たちをポジティブに捉えることが可能になるのである。解決志向ア
プローチは教師が身に付けてこそ効果を発揮するもので，ポジティブコミュニケーションをあらゆる場で導きだ
すことができるアプローチだと考えられる。
解決志向アプローチは，すでに，学校教育現場に取り入れられ，その効果が個別ケースの教育相談に生かされ
ているという報告が多くされているだけではなく，学級経営においても効果があると報告されている（池
田，2009）。このことから，教師の日常に活用できるものであろう。また，解決志向アプローチはポジティブ心
理学領域として取り上げられている（掘毛2010，織田2010）。その理由として，一つは相互作用の効果を想定し
ていること，二つめに，原因に焦点を当てず解決するプロセスの構築に焦点を当てていること，三つめに，ポジ
ティブな認知を形成することに主眼をおいていることである。解決志向アプローチによるポジティブな認知の形
成は，これまで述べてきたポジティブ心理学との近似性やレジリエンスに関わる心理的機能を高める方法として
同一線上にあるものと捉えることができる。
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9．首尾一貫感覚との関連
首尾一貫感覚（sense of coherence）SOCは，Antonovsky（1987）が提唱した概念で，ストレッサーあるい
は脅威事態をそれなりに受け止めて，耐えたり，やり過ごしたりしつつ，落ち着いてそれらに向き合うような対
処能力を包括的に説明するものである（児玉 2010）。首尾一貫感覚は，個人内のリソースというよりも環境と
の作用による対処能力として理解することが適切であろうとされている。まさにレジリエンスにたいへん近似し
た概念である。以下，首尾一貫感覚について整理する。
Antonovsky（1979）は，健康生成論を主張し，健康生成を志向する中心的な概念として首尾一貫感覚を提唱
してきた。健康生成志向とは疾病に着目するのではなく，健康を維持増進するための対処資源に着目することで
ある。ストレッサーの特性や緊張を首尾よく解決することによって，ストレッサーを健康的な資源として変える
ような視点を持ち合わせている。その中心概念である首尾一貫感覚とは，健康健康破綻を両極とする連続体
上におけるその人の位置を保ち，かつ健康の極側に移動させるための，まさに主要な決定要因であるということ
を Antonovsky（2001）は述べている。また，掘毛（2010）は，首尾一貫感覚を，「個人の生活全般への志向性を
示すもので，自分の生活世界は首尾一貫しているという感覚である」と説明している。首尾一貫感覚は3つの要
素から成り立っており，要素とは，①把握可能感，②処理可能感，③有意味感である。それぞれの内容の説明は
以下の通りである。
①把握可能感とは，人が内的環境や外的環境からの刺激に直面したとき，その刺激をどの程度理解できているか
ということであり，把握可能感が高い人は将来出会うことになる刺激を予測できるものと考えている。
②処理可能感とは人に降り注ぐ刺激にみあう十分な資源を自分が自由に使えると感じていることされている。
③有意味感とは生きていることによって生じる問題や要求のうち少なくともいくつかは，エネルギーを投入する
に値し，かかわる価値があると捉えていることである。
この3つをつなぎ合わせると，自分は自分のおかれている状況を把握しており，かつ，その状況に対応しうる
と考え，そのような状況が無意味ではないと考えており，さらに，首尾一貫感覚が人の心に安定性をもたらすに
は3つの要素の組み合わせが重要だと Antonovsky（2001）は考えている。戸ケ里（2011）は，首尾一貫性に関
わる良質な経験として，把握可能感に対しては一貫性のある経験，処理可能感についてしはバランスのとれた負
荷の経験，有意味感については結果形成への参加経験をあげて，学齢期の子供達が学校生活を通してこれらを経
験することを示唆している。
これまで，首尾一貫感覚は，ストレスに対抗する健康指標として用いられることが多かった。レジリエンスと
の違いを述べると，首尾一貫感覚は現在の健康指標として有用とされ，その尺度や見方は健康の保持増進という
ことに意味を見い出しているところが，レジリエンスの回復への道のりとは似て非なるものと考えられる。一方
で，首尾一貫感覚の機能はレジリエンスが機能するような状況や現象も導き出している。その点からも，首尾一
貫感覚はレジリエンスにおいて回復しようとする心理的機能を3つの感覚で構成し，表現していると考えること
ができる。特に，その特徴からは，ダメージを軽減させる効果が高いと考えられる。
学校教育において首尾一貫感覚を強化するための方法の一つとして，チャレンジして乗り越える機会をもつこ
とが考えられる。この方法は，首尾一貫感覚の強化のための方法としては比較的知られており，学齢期における
様々なチャレンジとそれを乗り越える経験が首尾一貫感覚を強化するものである。その際のチャレンジは適切で
なければならず，乗り越えられるように設定されなくてはならない。チャレンジモデルにより首尾一貫感覚を育
てる方法は，レジリエンスを作り出す方法として知られている Benard（1991）による学校におけるレジリエン
ス育成モデルと共通する点がある。Bonnie Benard’S Modelは，①思いやりと協力的な環境の提供，②高い期
待をもち目的達成の援助をすること，③有意義な機会を与えること，の3つの学校環境設定を行うモデルで，子
供にチャレンジさせ乗り越えさせることで育てようとするモデルである。このような取り組みは，これまで日本
の学校でも少なからず取り組まれてきたものである。しかしながら，健康を保つために必要な心理的な機能と環
境との相互作用であるという理解のもと，意識的に取り組む姿としてはみられなかった。首尾一貫感覚について
学校の理解が広まることで，レジリエンスを作り出すための効果的な取り組が期待できる。レジリエンスや首尾
一貫感覚は，より現実の現象を実際的に捉えそれに対処する考えとして発展してきたものであり，今後の学校教
育において子供達の精神的健康を保つためには有効な手だてとなりうると考えられる。
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表4 心理学的概念とレジリエンスの関連と学校教育適用への展望
10．レジリエンスの学校教育適用への展望
これまで述べたレジリエンスに関連する心理学的な概念について，レジリエンスを機能させるのに役立つ特徴
と学校教育への適用可能性という視点でまとめた（表4）。
これらの特徴として，①ネガティブな原因やリスクを取り除こうというモデルではなく，良い面をのばす，知
られていない面を開発するというストレングスアプローチの視点があること，②学校教育の期間（学齢期）に成
功体験や活動に熱中するなどの経験を通して育むことを前提としていること，③その場の効果だけはなく，長期
的な効果を念頭に置いていること，④ポジティブな感情を起こさせるためのコミュニケーションがベースにある
こと，があげられる。
最後に，ダメージから回復する姿をイメージさせるレジリエンスの考えを学校での教育実践や子供たちの支援
に活用させるにあたり，レジリエンスそのものを扱う必要はなく，関連する様々な心理学的概念を結びつけて捉
えることで，学校で持ち合わせているリソースの活用という視点で，これまでの知見として十分実践できること
が期待できることを報告する。
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A Review of Resilience Study and Related Psychological Concepts ;
Perspectives on the Applicability to School Education
IKEDA Seiki＊，SHIBAYAMA Akiyoshi＊ and GOTHO Masahiko＊＊
(Keywords : resilience, developmental psychopathology, positive psychology, school education)
This study examined the relationship between concept and resilience such as developmental psychopa-
thology, positive psychology, etc. in order to make effective use of resilience for school education.
As a method, related research was reviewed and organized and summarized.
As a result, as a reason why the characteristics of resilience work effectively for school education,
（1）It is not a model that removes negative causes and risks.
We use the perspective of the strength approach.
（2）to cultivate through experiences such as being enthusiastic about success experiences and activities at
school age.
（3）long−term effects in mind.
（4）It aims at interaction by positive emotion.
＊Advanced Educational Practitioner, Naruto University of Education
＊＊Kokubunji Daiichi Junior higih School
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